






全ての建物で地盤調査を行います

安心の住まい

いかに耐震性の優れた構造躯体であっても地盤状況を知らなければ、長期に渡って安全・
安心をお約束する住まいは実現しません。
綿密な地盤調査・地盤改良で、地盤状況に最適に対応した、住まいづくりが大切だと考える
からです。適切な地盤改良を行うことで、不同沈下の発生しにくい強固な支持層を確保して
います。私たちは、快適な暮らしに対するお客様の期待を、信頼できる安全性に変えて提供
いたします。

地盤改良に基づいて、その土地に適した基礎計画・地盤改良を行います。

永く安心して暮らしていただくために、地盤調査によって得られた結果に基づき基礎計画・地
盤改良工事を行います。
地盤改良には良好な地盤までの深さによって、①表層改良工法（軟弱地盤が2mまでの場
合）②柱状改良工法（軟弱地盤が2m以上8mまでの場合）③鋼管杭工法（軟弱地盤が2m
以上で深度30mまで施工可能）等があり（右図参照）、地盤調査の結果により最適な方法で
施工します。

地震に強いベタ基礎工法を採用。湿気を防ぎ、不同沈下をおこさない家。

建物下の地盤全体に鉄筋を配筋し、そこへコンクリートを流し込む「ベタ基礎工法」です。
「ベタ基礎工法」は地盤に施工された鉄筋コンクリート面全体で建物を支える構造になって
いるため、地震や台風などの衝撃を効果的に地盤へ逃がすことが出来ます。しかも、軟弱地
盤でも「不同沈下（地盤が不均等に沈下してしまう現象）」を起こしません。地面をコンクリー
トで覆うので防蟻対策としても有効で、地面からの水蒸気を防ぐ効果もあります。

日本の風土にマッチする木造軸組工法

高温多湿な日本の風土にマッチする木造軸組工法を採用。1000年以上のノウハウが蓄積さ
れた木造住宅です。設計の自由度があり、将来の増改築も安易。最適な通気により、ツーバイ
フォー工法やRC構造等に比べて結露が少ないのが特徴です。
また、補強金物・構造用合板を使用することで、強い耐震性・耐久性を発揮します。

外壁通気工法

住宅の耐久性と快適性を向上させる外壁通気工法。外壁に通気層を設けることにより、壁
内結露を制御しカビの発生や腐食、シロアリの害を抑えます。24時間換気と基礎パッキン工
法を併用することにより、さらに効果が高まり、快適な暮らしをお約束します。

耐震金物

構造材をつなぐ接合部には耐震金物を採用。基礎・土台・柱など接合部ごとに最適な金物を
配置し、構造体をしっかりと緊結し、地震による揺れから建物の倒壊やゆがみを防ぎ、住まい
全体の耐久性を高めています。

①表層改良工法
〈～2mまで〉

②柱状改良工法
〈～8mまで〉

③鋼管杭工法
〈～30mまで〉
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保証体制

地盤保証

住宅を購入して頂いたお客様向けに、第三者機関による
「地盤保証」「住宅保証」をご用意しております。

丈夫で安全な家を建てるには建物が建ててある地盤がしっかりしていなければ安心してお住まいいただくこと
ができません。
目には見えない部分だからこそ調査・解析を行い、万が一に備え、全棟地盤保証制度に加入しています。

住宅瑕疵保険と地盤保証でさらに安心

当社の住宅は、全棟、建物は『住宅瑕疵保険』、地盤は『地盤保証制度』に加入していますので、
万が一の時に安心です。

充実した保証内容

住宅技術協議会と地盤会社が連名で保証主体となりますので、万が一地盤保証会社が倒産しても保証は有効です。
また、本地盤保証制度は、保証期間を一括でカバーする賠償責任保険を付保しています。

（賠償責任保険付保）

第三者機関である

専門会社による保証！ 5,000
万円/戸

保証金額
※10年延長は建物に
　傾きが発生して
　いないか調査します。

20年
保証期間は
引渡しから

さらに

10年延長可能

確かな技術力　住宅技術協議会の判定フロー

現地ロケーション
① 地形・地質の把握
② 造成履歴、盛土有無
③ 地盤調査作業風景
④ 周辺を撮影した写真等の
    情報を確認

現地ロケーションを
重視しています。

実測データ
　地盤調査報告書の
実測データを確認しま
す。
　建築計画の配置で
4箇所以上の測点を
確認し地中混入物や
盛土、擁壁等の数値
に表れない情報も考
慮します。

情報収集
　正確な判定のため
に、地盤調査結果に
基づいた考察に対し
て、事業者様（設計者
様）や地盤会社、造成
会社等へヒアリングや
追加資料の請求を行
うことがあります。

考察と判定の照査
　地盤会社の考察
および判定につい
ては、照査のうえよ
り適正となるように
判定結果を変更す
ることがあります。

判　定
　住宅技術協議
会が、地盤判定
書を作成します。
　改良工事不要
判定または、改良
工事必要判定



幅広い保証期間

さらに 10年
延
長
可
能

基礎着工 引渡し

or

引渡しから

20年10年
※20年保証は、地盤改良工事の種類によって、
　お引受けできない場合があります。
※10年延長は建物に傾きが発生していないか調査します。

















10年点検から保全リフォーム、保証開始までの流れ



保証体制

住宅保証期間延長制度

住宅保証

保険の対象となる住宅の基本構造部分の瑕疵に起因して、基本構造部分の基本的な耐力性能もしくは防水性
能を満たさない場合、被保険者である住宅事業主が住宅取得者に対し瑕疵担保責任を負担することによって
被る損害について、保険金が支払われます。

当社では、お引渡しから10年が経過し、保証が満期を迎える住宅のうち、点検を受け、必要に応じた保全リフォ
ームを実施された住宅について、住宅の構造躯体と雨漏れに対する10年間の延長保証を提供しています。
また、延長保証は保証満了毎に保全リフォームをして頂ければ、何度でも延長が可能ですので、実質何年でも
保証可能です。

延長保証保険について

当社は、延長保証を提供するにあたり、住宅瑕疵担保責任保険法人である株式会社ハウスジーメンが提供する
延長保証保険に加入します。

保全リフォーム工事の内容

1 シーリング…外壁シーリング材の打替え
2 屋　　根 …屋根の仕上げ材の塗装（屋根がスレート葺きの場合）

3 外　　壁 …外壁仕上げ材の塗装

4 バルコニー…防水層の再防水処理（トップコートの塗替え等）
※点検の結果により、上記以外の工事が必要となる場合があります。
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延長保証時の点検の内容

点検は、目視・計測により行います。
1 外　　  部…基礎、外壁、屋根、バルコニー等の状況を目視・計測により確認します。
2 室　　  内…雨漏れ跡の有無、床の傾斜等について目視・計測により確認します。
3 床下・小屋裏…点検口からの目視により、可能な範囲を確認します。
※事前に、これまでに住宅に生じた瑕疵や不具合について、所定の「瑕疵チェックシート」にて申告頂きます。
　点検結果を正確に記録するため、点検対象について必要に応じて写真を撮影しますので、予めご承知おき下さい。
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代 表 挨 拶 ＆ 組 織 図

タクエーホーム株式会社 組織図

タクエーホーム株式会社は上場企業であるリブワークのグループ会社として「住まいを通して人々に豊かな暮ら
しと幸せを提供する」というミッションのため、そして「お客様第一主義」「世界に感動を与えるものを発信する」「
顧客の夢の実現に貢献する」ことを企業理念と定め企業活動を行っております。また「暮らしを変える、世界を変
える、未来をつくる。」というスローガンのもとECO＆TECHの力で住まいにイノベーションをおこすというビジョン実
現ため日々 尽力しております。

タクエーホームは長年横浜、神奈川の街づくりに貢献してまいりましたが、今後当社の主軸である戸建事業を通
して、サスティナブルな社会を目指した環境配慮型の家づくりと地方創生に注力し、ＳＤＧｓの目標達成に貢献して
まいります。

また企業は公のものという信念のもと、利益を追求し企業価値を最大化することはもちろんですが社会に必要と
される企業を目指すため社会貢献や環境への配慮、お客様及び従業員満足度の向上を掲げ経営してまいりま
す。今後ともご指導・ご鞭撻を賜りますとともに、末永いお付き合いをどうぞよろしくお願いします。

代表取締役社長

リブワークグループCEO/タクエーホーム株式会社

瀬口  力

代表取締役社長

管理部営業部

取締役本部長 取締役

建設部
● 経理財務課
● 総務課

● 設計課
● 工務課
● アフター管理室G

● 営業課
● 契約業務課
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